
ChatGPT に聞いてみた 

三重水素（トリチウム）は福島原発事故の汚染水に含まれている物と同じか、この三重水素（トリチ

ウム）は核融合発電に使えるか 

ChatGPT: 

はい、おっしゃる通りです。 

三重水素（トリチウム）は、福島第一原発の処理水（いわゆる「汚染水」）にも含まれているのと同

じ物質です。そして、核融合発電でも主要な燃料の一つとして使われます。 

    トリチウムとは？ 

• 化学記号：³H または T 

• 水素の同位体（陽子 1 つ、中性子 2 つ） 

• 弱い β 線を出す放射性物質（半減期 約 12.3 年） 

• 水に極めてよく溶け、化学的には普通の水素と同じように振る舞うため、分離が難しい 

   福島の処理水に含まれるトリチウム 

• 原発の冷却水や地下水に含まれている 

• 他の放射性核種は ALPS という装置で除去できるが、トリチウムは水と分子レベルで結び

ついており除去が困難 

• そのため、基準以下に薄めたうえで、2023 年より海洋放出を開始 

   核融合発電の燃料としてのトリチウム 

• 主に使用されるのは： 

o 重水素（D）＋三重水素（T）の融合反応： 

D+T→4He+中性子+17.6 MeVD+T→4He+中性子+17.6MeV 

• トリチウムは反応性が高く、核融合反応の中で最も効率が良い組み合わせの一つ 

   福島のトリチウムを核融合燃料に使えるか？ 

理論的には「同じ物質」なので使えるのですが、現実的には以下の理由で利用は難しいです： 



問題点 説明 

含有濃度が極め

て低い 

処理水にはトリチウムが ppm レベル（非常に薄い）で含まれているため、大量

に濃縮する必要がある 

分離コストが高い 
水中のトリチウムを選択的に取り出す技術はあるが、エネルギーとコストが非

常に大きい 

放出の方が合理

的 

現在の技術と経済性を考えると、基準以下に希釈して安全に放出する方が

合理的と判断されている 

 

    トリチウムは将来的にどう調達するのか？ 

核融合炉では以下の方法でトリチウムを自給する計画です： 

➤ ブランケット方式 

• 核融合炉の炉壁にリチウムを含むブランケット（被覆材）を配置 

• 中性子がリチウムに当たるとトリチウムが生成される： 

6Li+n→4He+T6Li+n→4He+T 

• これによりトリチウムの自己生産・再利用が可能となる設計が目指されています 

    まとめ 

項目 内容 

福島のトリチウムと核融合用トリチウ

ム 
物質としては「同じ」 

福島の処理水からの利用 理論的には可能だが、濃度が薄すぎて実用的でない 

核融合炉での調達 将来的には炉内で自給（リチウムから生成）する計画 

トリチウムの扱い 
放射性ではあるが、短寿命で取り扱い管理が可能なレベ

ル 
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